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日本製紙のヒートシール紙に
表刷り
　“プラスチックから紙化へのシフト”
がブームとなっているが、製紙メーカー
は、水性 IJ 印刷との組み合わせが、顧
客への商材提案に有効との動機から、
シンク・ラボラトリーにコンタクトす

るところが相次いでいる。同社では、
この事態に対応すべく、FXIJ で紙も印
刷できるように技術改良を施し、テス
トを行っている。
　展示会場では、その一例として、紙
にあらかじめヒートシール性を付与し
た、日本製紙の『ラミナ』（坪量 40g/

m2）に FXIJ で表刷りしたサンプルを
いくつか展示していた。FXIJ は裏刷り
専用機だが、紙はもともと白いので、
白インキを打つ必要がないことから、
表刷りが可能となる。
　また、日本製紙からは、クラフト紙
や和紙調の紙にも IJ 印刷してほしいと
の要望があったが、それでは原紙のス
トックが増えたり、いちいち切り替え
たりしなければならず、面倒さが増す
ので、原紙は 1種類とし、印刷でクラ
フト紙や和紙っぽさを再現してみては
との提案を行い、出来立てほやほやの
印刷サンプルが持ち込まれ展示されて
いた。今年 2月 24 日から、東京ビッ
グサイトで TOKYO PACK 2021 が開
催されるが、日本製紙はブース出展す
るので、FXIJ で印刷した紙包材のサン
プルが展示されるので、見逃した人は
そちらでチェックして欲しい。
　軟包装のサンプルとしては、PETフィ

㈱シンク・ラボラトリー

軟包装用水性 IJ 印刷機『FXIJ』、
よりブラッシュアップ
デモルームにチャック袋製造ライン新設
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ルムに水性 IJ インキで裏刷り印刷し、
社内にあるノンソルラミネーターで 2
回通して、PET25 μm/VM-PET12 μ
m/LLDPE40 μmの 3層ラミフィルム
を作り、これを製袋機にかけて、ジッ
パーテープを挿入接着したものが展示
されていた。これは SDGs をターゲッ
トとした無溶剤一貫工程を前提として、
エンドユーザーと品質テストを繰返し
た実績であり、FXIJ 導入後に実製品と
して展開する準備が着実に整ってきて
いる事を示している。

トタニ技研工業の自動製袋機
設置
　シンク・ラボラトリーは最近、ト
タニ技研工業製の、スタンドパック・
チャックシール装置付き三方シール自

動製袋機『BH-60DLLSC』を導入し
ている。これで、FXIJ のデモルームに
は、ノンソルラミネーター 2台、スリッ
ター、巻返し検品機、シュリンク合掌機、
断裁機、熱風シュリンク装置、製袋機
が各 1台ずつ備わったことになる。

中国の印刷会社、New FX3
で製版の内製化進行中
　全自動レーザーグラビア製版システ
ム『New FX3』については、中国で、
約 50 台のグラビア印刷機を保有して
いる大手食品グループ傘下の印刷会社
向けに、2017 年に 1セット、20年に
2セット納入し、計 3セットで、電子
彫刻の外注製版から、レーザー露光に
よる製版内製化が進められている。こ
れは、レーザー化に対する明確な利点

を見出した事が、同社の強力な設備増
強の推進力となっている。実際に 250
線に高精細化した事による印刷品位向
上と、インキ削減の両立を果たした実
績が、シンク・ラボラトリーに報告さ
れている。ブース内では、その印刷サ
ンプルが 10 点ほど紹介されていた。
特色の再現性もかなりレベルの高い仕
上がりであった。今年中には、更に 2
セット納入する。コロナ禍にはあるが、
中国への納入は、感染防止に努め、遂
行される予定だ。また、台湾の老舗軟
包装コンバーターへも既に New FX3
への更新が完了している。国内市場で
も、同様に大手コンバーターがレーザー
製版へのシフトを前提に導入を決定し
ている。

Convertech JAPAN 2021のブースで披露した
FXIJ 印刷サンプル FXIJの専用組立工場の内部

新設したトタニ技研工業の最新三方シール自動製袋機
「BH-60DLLSC」

製袋品を断裁したところ


